
令和６年度大塚地区社会を明るくする協議会総会 

議事録 

 

日時：令和6年4月6日土曜日午前9時30分～10時30分 

場所：大塚地区交流センター 

総案内86名、実出席47名、委任状30名、欠席9名 

 

１．開会 

菅井副会長があいさつの後、開会を宣言した。 

 

２．会長挨拶 

加藤会長より以下のように挨拶があった。 

令和5年度は、コロナウィルスが第5類に移行し、事業や行事をコロナ禍前に戻して行う

ことができた。梨郷バイパスが共用開通し、交流人口が増えること、メディカルタウンに

30個目の自治会ができることが期待されることから、大塚地区として幸福感が上昇するよ

うな事業を展開していく必要がある。また、置賜総合病院近くにフラワー長井線新駅の設

置希望や米坂線の再開を願う声も挙がっている等の説明があった。 

 

３．来賓祝辞 

原田俊二川西町町長よりご祝辞をいただいた。その後、小関局長より来賓（原田俊二川

西町町長、金子正美町社会福祉協議会会長、木村浩登大塚小学校校長、長谷川千秋北斗幼

稚園園長、板垣哲朗大塚駐在所巡査部長、寒河江一満まちづくり課主事）の紹介があった。 

 

４．議長選出 

小関局長が議長の選出方法を議場に求めたところ、事務局一任との声があり、役員案と

して大塚小学校 PTA会長平田和也氏を任命し議長の座に就いた。 

 

議長より午前９時３０分現在で、総案内数86名、実出席者47名、委任状提出者30名、合

計77名で協議会規約第5条第20条（定足数）の規定を満たし、有効な総会であると宣言し

議事に入った。 

 

５．議事録署名人および書記任命 

平田議長が議長席に就き、議事録署名人と書記について会場に発言を求めたが、特にな

かったことから、事務局案として梅津千津子氏および前柳和子氏を指名した。また、書記

には渡辺大氏と佐藤晃一事務局員を指名した。 

 

６．議事 

平田議長より議案については個々に上程する旨説明があった。また、議案の採決は挙手

をもって行うこととし、過半数で議案の承認とする旨説明があった。なお、議案の説明後

に質疑応答を行うので、該当する場合は挙手し、指名を受けてから所属団体、氏名を述べ

て発言するように説明があった後、議事に入った。 
 

第1号議案：令和5年度事業活動報告 

議長が第1号議案について事務局に説明を求めた。小関局長が説明した後、議長が出席

者に質疑を求めたが、特になく、賛成について挙手を求めた結果、賛成多数と認め、第１

号議案は承認された。 



 

第2号議案：令和5年度収支決算報告 

議長が第2号議案について事務局に説明を求めた。小関局長の説明の後、議長が監事に

監査報告を求めた。監事の須貝孝氏より適正な会計処理が行われていると報告があった。

その後、議長が出席者に質疑を求めたが、特になく、賛成について挙手を求めた結果、賛

成多数と認め、第2号議案は承認された。 

 

第3号議案：令和6年度事業計画 

議長が第3号議案について事務局に説明を求めた。小関局長が説明した後、議長が出席

者に質疑を求めたが、特になく、議長が賛成について挙手を求めた結果、賛成多数と認め、

第3号議案は承認された。 

 

第4号議案：令和6年度収支予算 

議長が第4号議案について事務局に説明を求めた。小関局長が説明した後、議長が出席

者に質疑を求めたが、特になく、賛成について挙手を求めた結果、賛成多数と認め、第4

号議案は承認された。 

 

第5号議案：令和5年度会費額および徴収方法 

議長が第5号議案について事務局に説明を求めた。小関局長が説明した後、議長が出席

者に質疑を求めたが、特になく、賛成について挙手を求めた結果、賛成多数と認め、第5

号議案は承認された。 

 

第6号議案：令和6年度役員体制 

議長が第6号議案について事務局に説明を求めた。小関局長が説明をした後、総会資料

にもとづいて役員を紹介した。議長が出席者に質疑を求めたが、特になく、賛成について

挙手を求めた結果、賛成多数と認め、第6号議案は承認された。 

 

第７号議案：その他 

議長より出席者に上程する議案について求めたが、特になく、第7号議案はなしとした。 

 

議事終了後、平田議長は議長席を退席した。 

 

７．その他 

 小関局長が出席者に質疑を求めた。長谷川輝一理事より、メディカルタウンの自治会に

ついて質問があり、小関局長が政策推進課が中心となって検討されていると回答した。ま

た、菅井厚氏より執行役員会は理事会の軽視とならないかと質問が出された。小関局長が、

執行役員会はより活発な意見交換ができるように三役、部会長、有識者で構成されており、

理事会軽視には当たらないと回答した。 

 

８．閉会 

菅井副会長が、閉会を宣言した。 

 

 
 


